
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
次の各要件（１）～（４）を備えたことを特徴とする 設備
システムの運用管理支援システム。
（１）演算処理手段と、該演算処理手段にデータを入力する入力手段と、該演算処理手段
による処理結果を表示するディスプレイとを備える。
（２）上記演算処理手段は、上記入力手段から入力される

設備システムの主管理項目および該主管理項目に付随する少なくとも１
つの副管理項目の登録データを、該主管理項目に該副管理項目を関連付けして受け付け、
該登録データを、該主管理項目に対し該副管理項目を関連付けに従ってツリー状に展開し
て上記ディスプレイに表示する。
（３）上記演算処理手段は、

上記管理項目に対する各種 ソフトウエア 関連付け
登録を上記入力手段から受け付け、該管理項目に対し要求があったときに登録された該

ソフトウエアを起動して

該管理項目の詳細情報を生成し上記ディスプレイに表示する。
（４）上記演算処理手段は、上記管理項目に関連付けるコメントの入力を上記入力手段か
ら編集可能に受け付け、該管理項目に対し要求があったときに該コメントを上記ディスプ
レイに表示する。
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【請求項２】
次の各要件（１）～（４）を備えたことを特徴とする 設備
システムの運用管理支援方法。
（１）演算処理手段と、該演算処理手段にデータを入力する入力手段と、該演算処理手段
による処理結果を表示するディスプレイとを備えて、
（２）上記演算処理手段は、上記入力手段から入力される

設備システムの主管理項目および該主管理項目に付随する少なくとも１
つの副管理項目の登録データを、該主管理項目に該副管理項目を関連付けして受け付け、
該登録データを、該主管理項目に対し該副管理項目を関連付けに従ってツリー状に展開し
て上記ディスプレイに表示する。
（３）上記演算処理手段は、

上記管理項目に対する各種 ソフトウエア 関連付け
登録を上記入力手段から受け付け、該管理項目に対し要求があったときに登録された該

ソフトウエアを起動して

該管理項目の詳細情報を生成し上記ディスプレイに表示する。
（４）上記演算処理手段は、上記管理項目に関連付けるコメントの入力を上記入力手段か
ら編集可能に受け付け、該管理項目に対し要求があったときに該コメントを上記ディスプ
レイに表示する。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、各種の大型建築物に備えられている電力設備、電気設備、空調設備、照明設備
などのシステムの運用管理を効果的に支援できるツールとして利用できる設備システムの
運用管理支援システムおよびその方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、事務所ビルやホテル、マンション等の大型建築物では、建築物全体の設備システム
を一括して集中コントロールするようになっており、例えば全階の空気調和を中央処理装
置により集中監視制御するようにしている。
【０００３】
このような今日のビル運営管理においては、地球環境保全（温暖化防止等）、ライフサイ
クルコストの最小化、快適性確保、そしてそのための省エネ・省資源化推進およびコミッ
ショニング技術の向上等が要求されてきている。
【０００４】
このような要求は、電算センターをはじめ、ホテル、病院等の２４時間使用の建築物ばか
りでなく、一般事務所ビルにおいても同様である。
【０００５】
ところで、設備システムの運用管理の面、とりわけエネルギー管理の面からは、
▲１▼省エネルギーの重要性は認識しても、環境維持（クレーム処理等）が優先となり、
適切な処理を行うことが困難であった。
▲２▼用途・目的に合った適切な判断基準や分析ツールがない。
▲３▼エネルギー管理等のプロセスが不明確である。
などの問題点が指摘され、これらの解決が要望されている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
従来にあっては、このような問題に対してオペレータが設備システムを運用管理する際に
、オペレーション用の画面に関連して必要となる情報画面（時系列トレンドグラフや設備
システム動作検証グラフ等）を呼び出す場合、まずどのような情報画面が必要か、またそ
の情報画面が管理システム内のどこに納められているのかをその度毎に判断して実行する
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必要があった。そのため、オペレータ個々の能力（経験年数や経験内容等）によって呼び
出すことのできる情報レベルが大きく異なっていた。
【０００７】
また、表示された関連情報画面に対しての理解力や判断基準（発生事象の原因把握および
解決方法等）が、オペレータ個々の能力に依存していた。また、個々の情報画面に対して
判断基準などを示すガイダンス画面（文字情報画面）が用意されていたとしても、その文
章は単に読み出して画面上に表示されるだけのものであって、必要なコメントなどを適宜
に書き換えたり、追加したりすることはできないものであった。
【０００８】
このように担当オペレータ個々の能力によって同一ビル内においても設備システムの運用
管理が異なってしまい、上述した要求に応えることが難しかった。
【０００９】
本発明は上記従来の課題に鑑みて創案されたものであって、設備システムの運用管理の項
目を合理的に網羅することができるようにして、これにより管理効率を向上できるととも
に、これら管理項目各々に関連付けて詳細情報を得ることができるようにし、さらにはこ
れら管理項目に対して必要なコメントを適宜自由に編集し表示できるようにして、オペレ
ータ個々の能力に左右されることなく設備機器の運用管理レベルを標準化および高度化す
ることができる設備システムの運用管理支援システムおよびその方法を提供することにあ
る。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明にかかる 設備システムの運用管理支援システムは、
（１）演算処理手段と、該演算処理手段にデータを入力する入力手段と、該演算処理手段
による処理結果を表示するディスプレイとを備える。
（２）上記演算処理手段は、上記入力手段から入力される

設備システムの主管理項目および該主管理項目に付随する少なくとも１
つの副管理項目の登録データを、該主管理項目に該副管理項目を関連付けして受け付け、
該登録データを、該主管理項目に対し該副管理項目を関連付けに従ってツリー状に展開し
て上記ディスプレイに表示する。
（３）上記演算処理手段は、

上記管理項目に対する各種 ソフトウエア 関連付け
登録を上記入力手段から受け付け、該管理項目に対し要求があったときに登録された該

ソフトウエアを起動して

該管理項目の詳細情報を生成し上記ディスプレイに表示する。
（４）上記演算処理手段は、上記管理項目に関連付けるコメントの入力を上記入力手段か
ら編集可能に受け付け、該管理項目に対し要求があったときに該コメントを上記ディスプ
レイに表示する。
という各要件を備えたものである。
【００１１】
また本発明にかかる 設備システムの運用管理支援方法は、
（１）演算処理手段と、該演算処理手段にデータを入力する入力手段と、該演算処理手段
による処理結果を表示するディスプレイとを備えて、
（２）上記演算処理手段は、上記入力手段から入力される

設備システムの主管理項目および該主管理項目に付随する少なくとも１
つの副管理項目の登録データを、該主管理項目に該副管理項目を関連付けして受け付け、
該登録データを、該主管理項目に対し該副管理項目を関連付けに従ってツリー状に展開し
て上記ディスプレイに表示する。
（３）上記演算処理手段は、

上記管理項目に対する各種 ソフトウエア 関連付け
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登録を上記入力手段から受け付け、該管理項目に対し要求があったときに登録された該
ソフトウエアを起動して

該管理項目の詳細情報を生成し上記ディスプレイに表示する。
（４）上記演算処理手段は、上記管理項目に関連付けるコメントの入力を上記入力手段か
ら編集可能に受け付け、該管理項目に対し要求があったときに該コメントを上記ディスプ
レイに表示する。
という各要件を備えたものである。
【００１２】
以上のような本発明にあっては、第１に、入力手段から入力される設備システムの主管理
項目および主管理項目に付随する少なくとも１つの副管理項目の登録データを、主管理項
目に副管理項目を関連付けして演算処理手段が受け付けるようにしていて、登録する際か
ら管理項目の主従とそれらの関連性を整理して登録することを促すことができて管理項目
の系統化を図ることができるとともに、この登録データを、主管理項目に対し副管理項目
を関連付けに従ってツリー状に展開してディスプレイに表示するようにしていて、主管理
項目に対する副管理項目を、このツリーを辿っていくことでディスプレイ上できわめて簡
単に見出してアクセスすることができ、管理効率を向上することができる。
【００１３】
第２に、管理項目に対する各種ソフトウエアの関連付けの登録を入力手段から受け付ける
ようにし、管理項目に対し要求があったときに演算処理手段が登録されたソフトウエアを
起動して管理項目の詳細情報を生成しディスプレイに表示するようにしていて、各管理項
目の詳細情報については管理項目に基づく要求に従って当該管理項目に直接関連付けした
ソフトウエアの起動で確認することができ、管理項目、即その詳細情報という形で運用管
理を行うことができ、この面からも管理効率を向上することができる。
【００１４】
第３に、管理項目に関連付けるコメントの入力を入力手段から編集可能に受け付け、管理
項目に対し要求があったときに演算処理手段がコメントをディスプレイに表示するように
していて、これにより管理項目に対して必要な情報を適宜編集し表示することができ、運
用管理の精度を高めることができる。
【００１５】
そして以上の機能をすべて兼ね備えた本発明にかかる設備システムの運用管理支援システ
ムおよびその方法にあっては、オペレータ個々の能力に左右されることなく設備機器の運
用管理レベルを標準化および高度化することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下に本発明にかかる設備システムの運用管理支援システムおよびその方法の好適な実施
形態を添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１７】
図１にはシステム構成の概念図が示されている。本システムは図示しないけれども、一般
周知のコンピュータシステムによって構築されるもので、演算処理手段と、演算処理手段
にデータを入力する入力手段と、演算処理手段による処理結果を表示するディスプレイと
を備えるとともに、プリンタ等の出力手段やハードディスク等の補助記憶装置を備えて構
成されている。また、このシステムは周知のオペレーティングシステムによって運用され
、また各種のワープロソフトや表計算ソフト、データベースソフトなどの各種ソフトウエ
アがＯＳ上で起動されるようになっている。
【００１８】
そして本システムは、ビル管理等に有効な知見の共有（各種ストックデータ）と活用を目
的としたシステムとなっている。すなわち、設備システムに関する設計者、ビル管理者、
設備機器運用者、メーカー等のもつ知見をお互いに共有し、運用段階での各種設定の最適
化、不具合発生の事前防止、発生時の迅速な対応を図ることを目的としている。図示する
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ように本実施形態の設備システムの運用管理支援システムはガイダンスツリー１をそのメ
インフレームとして構成されている。
【００１９】
ここでのガイダンスとは設備システムの運用管理における支援をいい、従来の警報発生時
に対応した単なるメッセージ表示とは異なり、各管理項目に対する問題解決プロセスをツ
リー形態でオペレータ自らが作成表示し、同時に関連情報をそのガイダンスツリー１上に
複合的に表示して業務改善を図るものである。
【００２０】
基本的には、建築物内の温度管理など、どのような項目をどのような流れで確認すればよ
いかをガイダンスツリー１と呼ばれる表示形式で表示するようになっている。そして主管
理項目２に対してこれに付随する副管理項目３を段階的に登録することにより、ガイダン
スツリー１を構築する。さらに、各管理項目２，３に対し、その詳細情報を生成させるこ
とができるように関連ソフトウエア４を登録したり、コメント５を登録したりできるよう
にしている。また、ガイダンスツリー１全体に対してのコメントについては日付ごとに登
録することができるようにして、当該日付でコメントを検索できるようにしている。
【００２１】
具体的には、各種複数の管理項目群の処理フローを示す、ツリー状に分岐させて構成した
ガイダンスツリー１を生成するソフトウエアをその本体とし、このソフトウエアに関連付
けられたトレンドグラフ等を作成するソフトウエアには、例えば電気関連、空調関連、熱
源関連、並びにエネルギ関連等の設備システム６における発生事象を表す各種検出値を検
出するセンサ等からの検出データを収集するデータベースから必要な情報が提供されるよ
うになっている。そして、設備システム６において何らかの検討すべき事象が発生した場
合に、この運用管理支援システムを起動して、利用することになる（図中、符号７参照）
。
【００２２】
処理フローに組み込まれる各種管理項目２，３に対しては、例えば「システム動作検証」
を可能とするためにそれに応じたデータ解析を実行するソフトウエアや、「トレンドグラ
フ／分析グラフ」を作成するソフトウエア、例えば空調システムのガイダンスを展開する
ために、ＸＹプロット図を生成したり、トレンドグラフ、特殊Ｘ－Ｙグラフなどの各種形
態のデータ表示を実行するソフトウエアが関連付けされていて、必要に応じてこれら関連
ソフトウエア４が起動されて上記データベースから提供されるデータを加工して各管理項
目２，３の詳細情報としてディスプレイに表示するようになっている。そしてこれら各種
管理項目２，３については、上記設計者やビル管理者、設備機器運用者、メーカー等が分
析結果や検討結果をコメントとして残すメッセージコメント画面５を作成することができ
るようになっている。これらはオンライン処理される一方で、さらにオフライン処理８の
形態では、映像（画像）情報や、その他の目読チェックや手動操作、現地での確認作業な
どシステム機器を実際に検証した結果も各管理項目に添付できるようになっている。また
、このようなガイダンスツリー１の機能性を拡張する意味から、（１）　ガイダンスツリ
ーの追加／削除、（２）　ガイダンスフロー（処理フロー）の追加／変更、（３）　ガイ
ダンスブロック（管理項目）の追加／変更、（４）　各ブロック（管理項目）確認済み表
示、各種分析図表の選択や、（５）　データの上下限を監視することによって異常事態を
知らせる異常ブロック（管理項目）状況の表示も実行できるソフトウエア構成となってい
る。
【００２３】
このような本発明にかかる運用管理支援システムによって運用管理されるべき設備システ
ム６の運転状態情報などを当該支援システムに提供するシステムが構築されている。例え
ば図２に示すように、中央処理装置（ＭＣＵ）　を中心として、ビル内各所に設置されて
いる「電力設備」、「電気設備」、「熱源設備」、「空調機設備」などのデータを主伝送
ライン（光ケーブル）にオンライン接続されているパソコン等（ＰＣ１～ＰＣ３，ＨＴ）
　に収集し、アプリケーションによるデータ処理、データベースの作成などを行っている
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。
【００２４】
各機能についてさらに説明すると、
１）ガイダンスツリー画面作成表示機能
ガイダンスの作成はツリー状に構成されるブロック図の設定作業から行う。主管理項目と
してのトップ事象の登録後、副管理項目である階層別関連要因をサブ事象として任意に設
定する。
【００２５】
図３に「エネルギー消費量管理」というトップ事象に対して設定したガイダンスツリー全
体を示す。例えば、一段目にはトップ事象に付随するサブ事象として「月別／年間エネル
ギー消費量推移」、「使用状況の推移」、「システム性能評価」、並びに「光熱水費の推
移」の４因子が設定され、二段目には、例えば「月別／年間エネルギー消費量推移」のサ
ブ事象に対して、「用途別エネルギー消費量」、「予測値との比較」、「部門別／ゾーン
別分析」、「シーズン別分析」、並びに「省エネルギー評価」の５項目が登録されてガイ
ダンスツリーが構築されている。
【００２６】
２）管理項目別データ貼付機能
管理項目別に関連データ（コメント文、関連ソフトウエアによって生成されるシステム動
作検証画面等）の登録や表示を行うことができる。例えば、図３の１段目の「使用状況の
推移」の副管理項目（２段目）である「空調運転時間」の管理項目に、確認ツールとして
「空調運転時間累積値の表示」グラフを作成するソフトウエアを関連付けすることにより
、このグラフを利用してその妥当性の評価を行うことができる（図４参照）。
【００２７】
同様に、図３の２段目の「用途別エネルギー消費量」に関連付けしたソフトウエアによっ
て「用途別月別積層棒グラフによるエネルギー消費量の表示」グラフを生成させ表示させ
るようにしている（図５参照）。
【００２８】
３）管理項目別コメント貼付機能
また、上記グラフ類によって与えられる管理項目の詳細情報の他に、ベテラン管理者のア
ドバイスや処理上のコメント及び関連画像情報等も各管理項目に登録できるようになって
いる。
【００２９】
以下に、本実施形態のガイダンスツリーシステム（設備システムの運用管理支援システム
）の使用方法について詳細に説明する。
【００３０】
１．ガイダンス内容の登録について
（１）ガイダンスツリーシステムの起動
ガイダンスツリーシステムを起動すると、ディスプレイにはメニュー画面として図６に示
すような「ガイダンスツリー」メニュー画面が表示される。登録前の状態では、リストボ
ックス２０には何も表示されない。入力操作は、キーボードやマウスで行うようになって
いる。
【００３１】
「ガイダンスツリー」メニュー画面には、これを表示する「タイトルバー」があり、その
下には、「メニュータイトル」があって、これには「終了（Ｅ）　」と「ヘルプ（Ｈ）　
」の項目が表示されている。この「メニュータイトル」の項目をマウスでクリックするこ
とで、その項目に割り付けられている機能を実現することができる。また各項目のカッコ
内に表示されているアルファベットをＣＴＲＬキーと同時に入力することでも表示されて
いる機能を実現することができる。「終了（Ｅ）　」と「ヘルプ（Ｈ）　」の項目は各表
示画面の基本的なメニュータイトル機能であって、
「終了（Ｅ）　」　：　プログラムを終了する。
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「ヘルプ（Ｈ）　」：　各画面の簡単な操作方法が示される。
【００３２】
「ガイダンスツリー」メニュー画面内の「新規データセット」ボタンをクリックすること
によって、図７に示すようなガイダンス情報を登録するための「ガイダンスツリー（デー
タセット）」画面が表示される。
【００３３】
（２）ガイダンス情報の登録（トップ事象＝主管理項目）
新規登録時には、図７のように「ガイダンスツリー（データセット）」画面には何も情報
が設定されていない。最初に、ガイダンス情報を提供したいテーマ（トップ事象）を入力
する。具体的には、「トップ事象内容登録」枠の「フォルト事象名（上段）」枠と「フォ
ルト事象名（下段）」枠に設定したい情報をキーボードから入力する。入力すると、図８
に示すように「フォルト事象名（上段＋下段）」リストボックス２１に入力内容が表示さ
れて、確認することができる。ここでは、「フォルト事象名（上段）」枠に「４階事務室
」と入力し、「フォルト事象名（下段）」枠に「東ゾーン室温異常」と入力した場合が示
されていて、「フォルト事象名（上段＋下段）」リストボックス２１には、「４階事務室
東ゾーン室温異常」と表示されている。
【００３４】
「メニュータイトル」には、次の項目が表示されていて、
「メニュー（Ｍ）　」　　　：　メニュー画面に戻る。
「データ表示（Ｄ）　」　　：　ガイダンスツリーを表示する。
「関連ソフト追加（Ｋ）　」：　各事象に関連付けする関連ソフトを追加する。
【００３５】
「フォルト事象名（上段＋下段）」リストボックス２１内のトップ事象のいずれかを選択
してその事象名上でクリックすると、図９に示すように、選択したトップ事象に関する詳
細を示す画面が追加表示される。このとき、当該トップ事象に必要な情報や関連ソフトが
登録されている場合には、併せてそれらが表示される。
【００３６】
「必要な情報数」および「必要な情報」を入力する場合には、まず（１）　必要な情報数
および必要な情報を入力したいトップ事象名を「フォルト事象名（上段＋下段）」リスト
ボックス２１内でクリックして選択し、次いで（２）　「必要な情報数」枠の「ドロップ
ダウンボタン」２２をクリックし、情報数を選択する（本実施形態では３つ）。その後、
（３）　選択した情報数に応じて必要な情報を「必要な情報（Ｎｏ．１）」、「必要な情
報（Ｎｏ．２）」、「必要な情報（Ｎｏ．３）」の各枠にそれぞれ入力する。
【００３７】
他方、関連ソフトを登録するには、まず（１）　関連ソフトを登録したいトップ事象名を
「フォルト事象名（上段＋下段）」リストボックス２１内でクリックして選択し、次いで
（２）　「関連ソフト」枠の「ドロップダウンボタン」２３をクリックする。すると、（
３）　現在登録されている関連ソフトが表示されるので、その中から選択する。
【００３８】
トップ事象名を変更するには、まず（１）　「フォルト事象名（上段＋下段）」リストボ
ックス２１内の変更したいトップ事象名をクリックして選択し、次に（２）　「事象名変
更」ボタンをクリックする。すると、（３）　「フォルト事象名（上段）」枠および「フ
ォルト事象名（下段）」枠にすでに入力していたトップ事象が表示される。その後、（４
）　各枠内にカーソルを合わせて新たなトップ事象名を入力する。
【００３９】
（３）ガイダンス情報の登録（サブ事象＝副管理項目）
子フォルト（サブ事象）を登録するには、まず（１）　子フォルトを登録したいトップ事
象名を「フォルト事象名（上段＋下段）」リストボックス２１内でクリックして選択し、
次いで（２）　「子フォルト表示」ボタンをクリックする。すると、（３）　図１０のよ
うに表示され、子フォルトを登録するための領域として「１段目事象内容登録」の領域が
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追加表示される。追加された領域の入力枠（「フォルト事象名（上段）」と「フォルト事
象名（下段）」）には、新規登録時には、何も表示されない。図１０は、既に幾つかの情
報を登録した状態を示している。登録方法は、上記トップ事象の登録の場合と同じである
。すなわち、「フォルト事象名（上段）」に「室内センサー」と入力し、「フォルト事象
名（下段）」に「設置場所不良」と入力した場合、「ガイダンス事象名（上段＋下段）」
リストボックス２４には、「室内センサー設置場所不良」と表示される。
【００４０】
子フォルトにおいても、その「フォルト事象名（上段＋下段）」リストボックス２４内の
サブ事象を選択してそのサブ事象名上でクリックすると、図１１のように、選択したサブ
事象名に関する詳細を示す画面が表示される。このとき、クリックしたサブ事象に必要な
情報や関連ソフトが既に登録されている場合には、各枠内にその内容が表示される。
【００４１】
サブ事象に関しても、「必要な情報数」および「必要な情報」を設定したり、「関連ソフ
ト」の登録、「事象名変更」を実行する場合は、上記したトップ事象の場合と同様である
。
【００４２】
サブ事象を削除するには、まず（１）　削除したいフォルト事象名を「フォルト事象名（
上段＋下段）」リストボックス２４内でクリックして選択し、その後（２）　「削除」ボ
タンをクリックする。
【００４３】
また、１段目以降の子フォルト内容を登録したり表示する場合には、図中の「下スクロー
ルボタン」２５をクリックする毎に下層のフォルト事象名が表示される。また、図中の「
上スクロールボタン」２６をクリックする毎に、上層のフォルト事象名が表示される。
【００４４】
（４）ガイダンスツリー表示
図７～図１１のようなガイダンス情報登録画面による登録終了後、上記各図に示されてい
る「メニュータイトル」の「データ表示」をクリックすると、図１２に示すような「ガイ
ダンスツリー（データ表示）」画面が表示される。図示例では図１０に対応して、トップ
事象である「４階事務室東ゾーン室温異常」に対し分岐するツリー形態で、サブ事象であ
る「ＡＨＵ－Ｈ４－３給気温度異常」、「ＡＨＵ－Ｈ４－６給気温度異常」、「ＡＨＵ－
Ｈ４－７給気温度異常」、「室内センサー設置場所不良」などが並列的に表示されている
。
【００４５】
（５）関連ソフトの登録
図１２に示すガイダンスツリー上の各事象が表示されているブロック上で、マウスを右ク
リックすると、そのブロック内の各事象に関連したプログラムが起動する。この場合、そ
れぞれのブロックに、起動させるプログラムをあらかじめ設定しておく必要がある。具体
的には、次のようにして設定する。
【００４６】
上記各図の「ガイダンスツリー（データセット）」画面上の「メニュータイトル」の「関
連ソフト追加」をクリックすると、図１３のような「関連ソフトセット」画面が表示され
る。新規登録時には、図１３のように「実行ファイル名」リストボックス２７中には何も
表示されない。
【００４７】
リストボックス２７中の任意の場所をクリックし、ここで「実行ファイル名」および「キ
ャプション名」を各欄にキーボードで入力する。このとき、「メニュータイトル」の「…
…参照」をクリックすると、図１４の「実行ファイル読み込み」の画面が表示される。こ
の画面上で「画像ファイル」や「実行ファイル」を参照することができ、関連付けに利用
したいプログラムを選択してクリックすれば、図１３中の「実行ファイル名」リストボッ
クス２７に選択したプログラムの名称が表示されることとなり、キーボード入力に代える
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ことができる。この状態で画面上の「登録」ボタンをクリックし、登録を行う。
【００４８】
「メニュータイトル」には、次の項目が表示されていて、
閉じる（Ｃ）　　　　　　：画面を閉じる。
画像ファイル参照（Ｇ）：画像ファイルを参照する。
実行ファイル参照（Ｊ）：実行ファイルを参照する。
【００４９】
関連ソフトが既に登録されている場合には、図１５のように表示される。この関連ソフト
の登録作業を行うと、図１６に示すように「ガイダンスツリー（データセット）」画面で
「関連ソフト」に関連ソフトを追加したい場合に「ドロップダウンボタン」２３をクリッ
クすると、関連ソフトのリストボックス２７が表示される。そしてプログラムの関連付け
を行いたいトップ事象またはサブ事象を選択し（図示例ではサブ事象）、画面上のリスト
ボックス２７から対象となるプログラムを選択することによって、関連付けが完了するこ
とになる。
【００５０】
２．ガイダンス内容の表示について
（１）ガイダンスツリーシステムの起動
このような登録作業が完了している場合には、ガイダンスツリーシステムを起動すると、
図１７に示すように「ガイダンスツリー」メニュー画面が表示される。「ガイダンスツリ
ー」メニュー画面のリストボックス２０には、登録されているトップ事象の一覧が表示さ
れる。ガイダンスツリーを表示する場合には、表示したいトップ事象名の上でクリックす
る。
【００５１】
（２）ガイダンスツリー表示
「ガイダンスツリー」メニュー画面で表示したいトップ事象を選択してクリックすると、
既に示した図１２に示したような「ガイダンスツリー（データ表示）」画面が表示される
。この画面では、トップ事象とこれに関連付けられたサブ事象がツリー形態で表示される
。サブ事象（１段目事象）に対して、更にサブの事象（２段目事象）があらかじめ登録さ
れている場合には、１段目のサブ事象のブロックの中にマウスを合わせて、左クリックす
れば、図１８に示したように２段目以降のサブ事象がやはりツリー形態で表示される。図
示例では、１段目のサブ事象「ＡＨＵ－Ｈ４－３給気温度異常」に対し、第２段目のサブ
事象として「冷水コイル入口温度異常」、「冷水コイルバルブ制御異常」があらかじめ登
録されており、また後者に対して第３段目のサブ事象として「前段Ｃ／Ｃ切替異常」と「
パラメーター設定不良」という事象内容が登録されていたことが判る。
【００５２】
なお、この画面では各事象名のブロック上で以下のルールによりマウスをクリックするこ
とによって、以下のような機能を実現することができるようになっていて、
左クリック：クリックした事象の子フォルトを表示。
右クリック：クリックした事象の関連ソフトを起動。
これらの場合、クリックした事象に小フォルトや関連ソフトが登録されていない場合には
、何も表示されない。
【００５３】
他方、
ＳＨＩＦＴ　＋左クリック：クリックした事象にチェックマークを表示（後述）。
ＳＨＩＦＴ　＋右クリック：クリックした事象のチェックマークを解除（後述）。
ＣＴＲＬ＋左クリック　：クリックした各事象毎のコメントを表示（後述）。
【００５４】
また「メニュータイトル」には、次の項目が表示されていて、
チェック全消去（Ｄ）　：すべてのチェックマークの消去（後述）。
データセット（Ｆ）　：「ガイダンスツリー（データセット）」画面の表示。

10

20

30

40

50

(9) JP 3555397 B2 2004.8.18



コメント　　（Ｃ）　：ガイダンスツリー全体のコメントの登録および検索の実行（後述
）。
【００５５】
（３）関連プログラムの起動
ガイダンスツリー上の各ブロック内にマウスを合わせて、右クリックすることによって、
あらかじめ関連付けられているプログラムが起動する。関連ソフトを起動すると例えば図
１９のような画面が表示される。その際には、「ガイダンスツリー」画面は最小化される
。図１９には、空調機の運転状態が温度と湿度の相関で示された管理用のグラフが示され
ている。図２０，図２１には他の例が示されていて、これら例では、４階事務室東室温の
「２４時間にわたる変化」と「各空調機の運転状態」とがグラフ化して示されている。関
連付けされた各種プログラムは例えばこのように、各種データを管理しやすい形態に加工
して表示するために用いられる。
【００５６】
また図１９の「ガイダンスツリー」画面の「メニュータイトル」には、次の項目が表示さ
れている。
最大化　：ガイダンスツリーの最大表示の実行。
【００５７】
（４）各事象のチェツク機能
ガイダンスツリー内の各事象に関し、すでにチェックを行ったか否かを表示して残すため
に、各ブロックには、＜ＣＨＥＣＫ＞という文字を表示できるようになっている。チェッ
クを終えたならば、各項目のブロック上にマウスを合わせてＳＨＩＦＴキーを押しながら
左クリックすると、図２２に示したようにこの文字が現れる。表示を取り消す場合には、
ブロック上にマウスを合わせてＳＨＩＦＴキーを押しながら右クリックすると、この文字
は削除される。
【００５８】
（５）コメント機能
▲１▼サブ事象に対するコメント作成機能
コメントは各事象に対して記録するメモをいう。各ブロックにマウスを合わせ、ＣＴＲＬ
キーを押しながら左クリックすることによって、各ブロックに表示されている情報を補足
するためのコメント情報を表示することができる（図２３参照）。上方の枠２８に、コメ
ントを登録するサブ事象名が表示される。その下の枠２９には、すでに登録されているコ
メントが表示される。コメントを入力したり、追加したりするときは、この枠２９内にカ
ーソルを位置させて、コメントを書き込む。このようにコメント枠２９内の情報は、自由
に修正することができ、各項目をチェックした結果、記録として残した方がよいと思われ
る情報を追加していくことができる。
【００５９】
また「メニュータイトル」には、次の項目が表示されていて、
閉じる（Ｃ）　：表示されているコメント登録画面を閉じる。コメントを新たに書き込ん
だ場合には、当該コメントを保存するかどうかを確認するメッセージボックスが表示され
る。
【００６０】
▲２▼トップ事象に対するコメント作成機能
「ガイダンスツリー（データ表示）」画面の「メニュータイトル」の「コメント（Ｃ）　
」をクリックすることによって、トップ事象の検討結果等のコメントを日付入りで記入す
る画面を表示することができる（図２４参照）。上方の枠３０に、コメントを登録するト
ップ事象名が表示される。その下の枠３１には、すでに登録されているコメントが表示さ
れる。コメントを入力したり、追加したりするときは、この枠３１内にカーソルを位置さ
せて、コメントを書き込む。このようにコメント枠３１内の情報は、自由に修正すること
ができ、各項目をチェックした結果、記録として残した方がよいと思われる情報を追加し
ていくことができる。
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【００６１】
また「メニュータイトル」には、次の項目が表示されていて、
閉じる（Ｃ）　：表示されているコメント登録画面を閉じる。
【００６２】
コメントを新たに書き込んだ場合には、当該コメントを保存するかどうかを確認するメッ
セージボックスが表示される。日付単位でコメントを登録することができるようになって
いる。これを用いてコメントを登録すると、当該登録時点のガイダンスツリーの表示内容
が一括して保存されるようになっている。
【００６３】
▲３▼ガイダンスツリー全体に対するコメント検索機能
また「ガイダンスツリー（データ表示）」画面の「メニュータイトル」の「コメント（Ｃ
）　」をクリックすることによって、図２４で入力したトップ事象に対するコメントを検
索することができる（図２５参照）。上方の枠３２に、コメントを検索するトップ事象名
が表示される。その下の枠３３には、すでに登録されているコメントの日付が表示される
。表示させたいコメントの日付をクリックし、「表示」ボタンをクリックする。これによ
り、選択した日付に入力したコメントおよびコメントを保存したときのガイダンスツリー
が表示される。
【００６４】
【発明の効果】
以上説明した本発明にあっては、第１に、入力手段から入力される設備システムの主管理
項目および主管理項目に付随する少なくとも１つの副管理項目の登録データを、主管理項
目に副管理項目を関連付けして演算処理手段が受け付けるようにしたので、登録する際か
ら管理項目の主従とそれらの関連性を整理して登録することを促すことができて管理項目
の系統化を図ることができるとともに、この登録データを、主管理項目に対し副管理項目
を関連付けに従ってツリー状に展開してディスプレイに表示するようにしたので、主管理
項目に対する副管理項目を、このツリーを辿っていくことでディスプレイ上できわめて簡
単に見出してアクセスすることができ、管理効率を向上することができる。
【００６５】
第２に、管理項目に対する各種ソフトウエアの関連付けの登録を入力手段から受け付ける
ようにし、管理項目に対し要求があったときに演算処理手段が登録されたソフトウエアを
起動して管理項目の詳細情報を生成しディスプレイに表示するようにしたので、各管理項
目の詳細情報については管理項目に基づく要求に従って当該管理項目に直接関連付けした
ソフトウエアの起動で確認することができ、管理項目、即その詳細情報という形で運用管
理を行うことができ、この面からも管理効率を向上することができる。
【００６６】
第３に、管理項目に関連付けるコメントの入力を入力手段から編集可能に受け付け、管理
項目に対し要求があったときに演算処理手段がコメントをディスプレイに表示するように
したので、これにより管理項目に対して必要な情報を適宜編集し表示することができ、運
用管理の精度を高めることができる。
【００６７】
そして以上の機能をすべて兼ね備えた本発明にかかる設備システムの運用管理支援システ
ムおよびその方法にあっては、オペレータ個々の能力に左右されることなく設備機器の運
用管理レベルを標準化および高度化することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明にかかる設備システムの運用管理支援システムの一実施形態の概念図であ
る。
【図２】本発明にかかる設備システムの運用管理支援システムおよびその方法によって運
用管理される設備システムと、これを集中監視制御するシステムおよび設備システムのデ
ータ収集システムの一例を示す系統図である。
【図３】本実施形態のガイダンスツリーの一例を示す図である。
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【図４】図３のガイダンスツリーの副管理項目に関連付けしたソフトウエアによって生成
したグラフの一例を示す図である。
【図５】図３のガイダンスツリーの副管理項目に関連付けしたソフトウエアによって生成
したグラフの他の例を示す図である。
【図６】本実施形態の「ガイダンスツリー」メニュー画面を示す図である。
【図７】本実施形態の「ガイダンスツリー（データセット）」画面の一例を示す図である
。
【図８】本実施形態の「ガイダンスツリー（データセット）」画面の他の例を示す図であ
る。
【図９】本実施形態の「ガイダンスツリー（データセット）」画面の他の例を示す図であ
る。
【図１０】本実施形態の「ガイダンスツリー（データセット）」画面の他の例を示す図で
ある。
【図１１】本実施形態の「ガイダンスツリー（データセット）」画面の他の例を示す図で
ある。
【図１２】本実施形態の「ガイダンスツリー（データ表示）」画面の一例を示す図である
。
【図１３】本実施形態の「関連ソフトセット」画面の一例を示す図である。
【図１４】本実施形態の「実行ファイル読み込み」画面の一例を示す図である。
【図１５】本実施形態の「関連ソフトセット」画面の他の例を示す図である。
【図１６】本実施形態のソフトウエア関連付け状態を説明するための「ガイダンスツリー
（データセット）」画面の一例を示す図である。
【図１７】本実施形態における登録後の「ガイダンスツリー」メニュー画面を示す図であ
る。
【図１８】本実施形態の「ガイダンスツリー（データ表示）」画面の他の例を示す図であ
る。
【図１９】本実施形態の関連付けしたソフトウエアによって生成したグラフの画面表示の
一例を示す図である。
【図２０】本実施形態の関連付けしたソフトウエアによって生成したグラフの画面表示の
他の例を示す図である。
【図２１】本実施形態の関連付けしたソフトウエアによって生成したグラフの画面表示の
他の例を示す図である。
【図２２】本実施形態の「ガイダンスツリー（データ表示）」画面で確認表示をした状態
を示す図である。
【図２３】本実施形態の「ガイダンスツリー（データ表示）」画面でサブ事象のコメント
画面を表示した状態を示す図である。
【図２４】本実施形態の「ガイダンスツリー（データ表示）」画面でトップ事象のコメン
ト画面を表示した状態を示す図である。
【図２５】本実施形態の「ガイダンスツリー（データ表示）」画面でコメント検索を実行
した状態を示す図である。
【符号の説明】
１　ガイダンスツリー
２　主管理項目
３　副管理項目
４　関連ソフトウエア
５　コメント
６　設備システム
７　ガイダンスツリー利用のトリガーとなる事象の発生
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】
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